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戦略目標(概要)

• 人工知能(AI)技術を用いたシステムやサービス等のAI技術が社会

の中に浸透しつつある。現在，「人間中心のAI社会」*1の実現のた

めに「信頼される高品質AI」*2(Trusted Quality AI) の実現が課題。

• 一方で，深層学習に代表される現在のAI技術がもつさまざまな弱

点や限界、社会との整合のために不足する要件が明らかに（脆弱

性，予測のブラックボックス性，説明性や納得性，不公平性等）。

• そのため、現在のAIの限界を超えるAI技術そのものを革新的に発

展させ、社会からの要請に応え得る根本的な信頼性確保を実現

するための研究開発が必要となっている。

信頼されるAIの基盤技術

2(*1) 2019.3 (*2) 2019.6 統合イノベーション戦略推進会議決定



(1) 現在のAI技術の限界を克服する新技術の創出

戦略目標(達成目標)
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(2) AIシステムの信頼性・安全性を確保する技術の創出

(3) データの信頼性確保と意思決定・合意形成支援技術
の創出

人間中心のAI社会の実現のため「信頼される高品質なAI」の創出に
向けた研究開発の推進をはかる



次世代の人工知能技術

2018.11.15、北大、有村博紀
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基本的な問い：21世紀の社会で、

コンピュータが人間と働いていくために
必要な人工知能技術とは何か？

社会的要請

社会的責任

人間との協働

説明可能性

信頼性・有意性

公平性・AIシステム

医療
自動運転 さまざまな応用

法律

採用

介護

生産

社会インフラ 教育

意思決定
タスク

評価タスク 運用タスク

難しいタスク

機械学習技術の次の課題!

試験



現在「AI」としてどちらの方向で議論しているのか
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次世代の人工知能技術

1. 機械学習
アルゴリズム

3. “汎用AI”

2. “AIシステム”

2018年現在、

盛んに研究さ
れている

制御システムの専門家へのイ
ンタビュー
• 従来の複雑システムの場合。

• 理論に基づく制御コンポー
ネントを、非線形のシステム
に組み込んで運用する場合
がある。

• その場合には、制御理論と
現場の経験を総合して、シ
ステムを設計し、運用する。

シミュレーション?

制御システム?• 複雑巨大システムへの機械
学習アルゴリズムの組込み

• 例：生産プラント、交通インフ
ラ、社会インフラ等

機械学習アルゴリズムを
中核として、人間の知能に
匹敵する汎用AIの実現を

目指す



例：The Partnership on AI
• 機械学習技術の社会的受容を目指すコンソーシアム。

• 取り組むべき課題として次の6つをあげている
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安全・安心なAI (Safety-Critical AI)

公正性、透明性、責任有るAI

AIと、労働者、経済

人々とAIシステムの協調

人々と社会へAIが与える影響

AIと社会利益 (AI and Social Good*)

現在、連携先は

>50%非営利、

13カ国からの、

80団体

2016年創設。

創設メンバー

Amazon, Faceb
ook, Google,

DeepMind,

Microsoft, 

IBM, Apple, …

Our Work

KDD 2017で同名のWorkshop

(Social and Societal Influences of AI)

(Fair, Transparent, and Accountable AI)

https://www.partnershiponai.org



次世代の人工知能技術は今どこに？
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• 現在のAI研究は、発展のどの段階か？

I. 起業期

アントレ
プレナー

II. 成⻑期

ビジョナリー

III. 成熟期

オペレータ(CEO)

IV . 衰退期

プラグマティスト

大
き
さ

夢を作る・
語る・売る

組織の仕組
みを構築

大規模に運転。
リスクよりも安定

撤退戦を
生き抜く

発散した多くの
アイディアや試
行を広く支援。

相互交流と
自然淘汰

有望株の
選定。

重点的研究

将来のシステ
ム化と社会化
のためのパイ
ロット研究

広く社会で
使われる

企業家

(*) “The four: The Hidden DNA of Amazon, Apple, Facebook, and Google,” Scott Galloway, 2017 (訳 渡会圭子、東洋経済新報社, 2018)

産業

研究者

企業家起業家

AIへの新しい要求
安定性、

信頼性、公平性、
説明性、透明性

AI技術の発展

深層学習の
原理解明

従来システム
への組み込み

多様なデータや
タスクへの拡張

？

人間中心のAI社会現在の人工知能技術
• 現在は爆発的な発展の変革期

多様な多数の
アイディアや研究
相互交流と
相互研鑽



さきがけ次世代IoT研究領域(概要)

「人間中心のAI社会」の実現には、社会における多様で重要なタスクをこなし、人間

と共に働く「信頼されるAI」が必要。そのために、従来のAI技術の単なる延長でなく

、現在のAI技術/AIシステムがもつ本質的な問題点に取り組み、新たな原理・技術・

社会実装の発見・発明を通じて、それらを解決する「信頼されるAI」のための革新

的なAI基盤技術の創生を目指す。さらに、社会のさまざまな局面で、重要なタスク

を遂行するための「AIシステム」の構成原理と実現技術の確立を目指す。

対象とする技術項目

(1) 現在のAI技術の限界を克服するための新しい数理・計算・解析の基盤技術の研究、

(2 )AIシステムの信頼性・頑健性・透明性・公平性等、社会における新たなAI応用タスクの概

念化・定式化、新しい構成原理・実現技術、(3) AIシステムを支えるデータや情報の信頼性

保証や、AI技術を用いた意思決定や合意形成の技術 、(5) AIシステムの設計・開発・運用の

方法論等

領域名：信頼されるAIの基盤技術
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研究総括方針(1/4)

数理・情報技術・社会応用等の多様な立場から、

人間中心のAI社会の実現に資する、

次世代AI技術と周辺技術に関して、

若手研究者による新しい発想に基づいた、

独創的かつ挑戦的な研究を推進する。

9

数理
情報技術

社会応用



研究総括方針(2/4)
提案募集する研究の例
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■ 例1： 現在のAI技術の弱点の克服

・現在のAI技術の原理・限界の解明。新しいAIの構成原理。多様なデータやタスクを対象と
する新しい数理モデルや、アルゴリズム、システムの提案。

・帰納的情報処理（例：深層学習）と演繹的情報処理（例：記号推論・知識処理・シミュレーシ
ョン等）を融合したAIの研究。高次の機械学習タスク（因果関係の発見や、反事実説明、統
計的有意な予測等）の研究

・人間の脳情報処理や認知に関する知見に基づく新しいAI原理。

■ 例2： AIシステム・サービスの信頼性・安全性を確保するための研究

・AI技術を中核とする情報システム（以降、AIシステム）の設計・
開発・運用や、品質評価、安全設計、説明性、透明性、公平性等
に関わる新しい数理・方法論の研究。

・未知・想定外ケースや環境変化、データのバイアス、悪意ある攻撃等に対して頑健なAIシ
ステム・サービスを実現するための研究

■ 例3：社会におけるAIシステムのための周辺技術
多数の参加者・利害関係者が参加するAI技術を用いたサービスやシステムの数理・アルゴ
リズム・制度設計等の研究（例：マッチングや、オークション、クラウドソーシング等）。納得性
や，公平性，頑健性な等の望ましい性質をもった意思決定や合意形成の数理や技術。フェ
イク、データ改ざん等の不正（AIによるものを含む）を検知し、対処する技術の研究。

これら従来の研究トピッ
クにとどまらず，将来の
人間中心のAI社会の基

盤技術として、
革新をもたらすような
あらゆる研究テーマ．



さきがけ「信頼されるAI」
1期・2期生 (R2・R3年度採択）分野マッピング
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t

現在のAIの
限界
(大量学習、常識，脳
機構 等)

データ信頼性・
信憑性の問題
(フェイク・改竄、思考誘導
等)

AI技術の信頼性・
安全性の問題
(脆弱性・解釈性、差別・品質問題
等)

飯塚 里志
(筑波大)「実応用に向けた動
画像コンテンツ加工のため
のユーザ制御可能な例示
ベース深層学習フレーム
ワークの確立」

HOLLAND 
Matthew・
Japmes
(阪大)「学習過程に
おける価値観の多
様化と性能保証の
両立」

大関 洋平
(東京大学)「認知・
脳情報処理による
人間らしい言語処
理モデルの開発」

岡田 謙介
(東京大学)「透明性の
高い達成度テスト運用
基盤の開発」

小野 峻佑
(東工大)「センシン
グと知識発見の間
に橋をかける数理
的データ解析基
盤」

佐々木 勇和
(阪大)「グラフデー
タの説明可能なバ
イアスに関する基
盤技術の創出」

松原 崇
(阪大)「望まれる性
質を設計段階で保
証する幾何学的深
層学習の構築」

横川 大輔
(東大)「化学的知見
を生かした転送性
の高い特徴量の抽
出と利用」

西田 知史
(NICT)「脳情報に
基づいたAIの信頼
性評価技術の開
発」

小林 泰介
(NAIST)「頑健性
と安全性の性能限
界を明らかにする
深層強化学習」

谷中 瞳
(東大)「診療の意思
決定を支援する言
語・非言語時間情
報検索」

原 聡
(阪大)「機械学習
モデルとユーザの
コミュニケーショ
ン：モデルの説明
と修正」

藤井 慶輔
(名大)「生物集団移
動の専門家が利用
可能な説明・意思
決定のための基盤
技術」

竹内 孝
(京大)「リライア
ブルな意思決定の
ための時空間因果
推論モデルの研
究」

吉井 和佳
(京大)「人とAIの
同化に基づく能力
拡張型音楽理解・
創作基盤」

栗田 修平
(理研AIP)「与え
られた指示文章に
従い言語で判断を
説明するAI」

菅原 朔
(NII)「説明性の
高い自然言語理
解ベンチマーク
の構築」

日高 昇平
(JAIST)「機械理
解の創成に向けた
随伴関手の統計的
推定理論の構築」

五十嵐 歩美
(NII)「信頼される資
源配分メカニズムの
構築」

西野 正彬
(NTT)「誤りがな
いことを保証する
検証器つき機械学
習の研究」

画像診断・処理 ロボティクス
・脳科学・心理学

AI・機械学習

自然言語処理

統計・数理 t

科学・工学応用

1期生 2期生

現在，20名のさきがけ研究者!



領域アドバイザー
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氏名（敬称略） 所属 役職

石川 冬樹 情報・システム研究機構 国立情報学研究所 アーキテクチャ科
学研究系

准教授

宇野 毅明 情報・システム研究機構 国立情報学研究所 情報学プリンシプ
ル研究系

教授

浦本 直彦 （株）三菱ケミカルホールディングス データ＆先端技術部 部長

大野 和則 東北大学 未来科学技術共同研究センター 教授
岡﨑 直観 東京工業大学 情報理工学院 教授
鹿島 久嗣 京都大学 情報学研究科 教授

佐久間 淳 筑波大学 システム情報系 教授
櫻井 祐子 名古屋工業大学 大学院工学研究科 教授

佐倉 統 東京大学 大学院情報学環／理化学研究所 革新知能統合研
究センター

教授／チームリーダー

谷口 忠大 立命館大学 情報理工学部 教授
長井 志江 東京大学 ニューロインテリジェンス国際研究機構 特任教授

藤吉 弘亘 中部大学 工学部 教授
松井 知子 統計数理研究所 モデリング研究系 教授

持橋 大地 統計数理研究所 数理・推論研究系 准教授
森永 聡 日本電気（株） データサイエンス研究所 上席主席研究員

関連分野（順不同）：人工知能・機械学習（理論・先端技術開発・応用）・数理統計・自然言語処理・画像処理・信号処理・ロボ
ティックス・情報知覚・創発システム・認知科学・神経脳科学・ソフトウェア工学・データマイニング・アルゴリズム・エージェント
（メカニズムデザイン）・集合知・科学技術と社会・自然科学応用など（応募分野は上記に限りません）



運営の基本方針

さきがけは自由な挑戦の場：

• 短期的成果でなく、失敗をおそれず、挑戦的な研究を

さきがけは切磋琢磨の場：

• 未来のリーダーになる研究者同士のネットワークづくり

さきがけは成長の場：

• 領域アドバイザーからの助言（研究構想、計画、キャリアアップ等）。

• 関係する人文・企業・行政等の多様な関係者との交流。

CREST等の領域との連携。

年2回の領域会議を中心に
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研究者・アドバイザの有志による研究会（
つながり会）なども行っています
（2022年4月 東京，京都 ）



応募の留意点

• 短期的な成果でなく、それぞれの研究分野に大きなインパクト

を与えるような成果を目指してほしい

• 将来の「信頼できるAI」のために、どのように現在の問題点・

困難を解決し、どのような新しい概念や技術を作り出したいか

を、申請者自身の言葉で語ってほしい

• ご自身の目標実現に際して、どのような領域参加者や他領域

と、どのような連携をしたいかを自由に記載いただけるとうれ

しい
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研究期間と予算

• 研究期間：3.5年以内

• 研究費の規模： 4,000万円（直接経費）上限

• 採択数： 10件程度 X 3期（令和2、3、4年予定）

詳しくはJSTの募集要項をご覧ください
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公募スケジュール
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募集
締切 5月31日（火）正午

書類選考会 7月12日(火)

書類選考通過者への連絡期限 7月19日(火)

面接選考会
※具体的な面接日時についてはJSTから指定させていた
だきます。あらかじめご了承ください。

8月1日(月)、2日(火)

研究開始 10月以降

研究提案募集

〆切後は提案を一切受理しませんのでご留意下さい


